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【活動の目標】 

求めたいものを文字で置けば、形式的に解くことができる連立方程式のよさを、解の吟味の必要性に 

着目しながら実感することができる。 

【 問 い 】 

 問題 1 個 350 円のケーキと 1 個 250 円のプリンを合わせて 10 個買う予定です。代金の合計を 3200

円にするとき、ケーキとプリンをそれぞれ何個買えばよいでしょうか。 

・同じ代金で買う個数を 11 個にする買い方はできるか。買う個数を変えるとき個数によって買える場合

とそうでない場合がある。どんなときだろう。 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 

C2 協働での意見整理 

Classroom の質問の機能を使って、話し合ったり、

自分で考えたりした意見を記述して出し合う 

（多対多） 

 

グループ活動で話し合ってホワイトボードに意見

をまとめる。 

発表して意見を述べる（１対多） 

【資料】classroom の画面 

 

数学科 2 年 
連立方程式の利用（導入） 

担当 草場 博文 

【ICT 機器を活用する良さ】 

○ホワイトボードを活用したグループ活動に 

比べ、自らの意見を述べようとする生徒の姿が

見られた。（正解・不正解に関わらず意見を述

べようとする。発表が増える） 

○他者の意見を参考に解の吟味の大切さについ

て一人一人が考えることができた。 

【改善すべき点と原因および改善案】 

・質問を出すタイミングとこの方法の有効な場

面を探ることでより良いものになると考える。 

⇒ストリーミングを活用したころに比べ 

classroom の画面が整頓されてきた。 

【実践しての気づき】 
Classroom に「問い」が整理されて残るので
学習者の学びの様子を確認しやすい。 


